
 

 

 

 

 

 

第 3９回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：令和元年８月２６日 19：00～21：00 

○参加者：委員５名 一般参加３名 行政３名  

 

第１ 先進地視察研修について 

   令和元年度の視察研修について話し合いを行いました。 

１ 事務局から視察先案を 3 つ紹介 

（１）奈良県下北山村（樋口） 

 （２）長野県伊那谷地域（安江） 

 （３）長野県泰阜村
やすおかむら

（今井） 

 ２ 委員の意見 

 （１）事務局案の中で、下北山村と伊那谷地域は何を学びたいかが説明から分

からなかったので、その点について説明をお願いします。（房国さん） 

  → 下北山村における、関係人口の取り組みの実情と地域おこし協力隊

OB・OG による生活サポート活動について知りたい。（事務局 樋口） 

  → 伊那谷地域における、空家利活用について知りたい。（事務局 安江） 

 （２）SDGｓ(※)を取り組んでいる自治体や団体について知りたい。 

    どのような過程から取り組みへと移行していったのかなど。（房国さん） 

    ※SDGs(Sustainable Development Goals) 持続可能な開発目標 

 （３）3 箇所とも行きたい。「地域づくり」と「空家利活用」は違う観点だと

いうことを意識しないといけないと思う。泰阜村の事例は実際に動い

ているのか確認したい。（野村さん） 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



 （４）教育・子供への取り組みがある泰阜村へ視察に行きたい。（吉田さん） 

 （５）3 箇所とも行きたいですが…その前に。 

そもそも委員会の目的は？委員会の立ち位置は？ 

この2点がはっきりしていないと、視察先が定まらないのではないか。

（笹俣さん） 

  → 笹俣さんは個人的に行きたい視察先はありますか？（事務局 今井） 

  → たくさんありますが、資料を用意してないので、どことは言えないです。

（笹俣さん） 

  → 委員会の目的等については、次回の CATV 番組「村長室から」にて村

長が紹介されます。是非、ご覧になってください。 

    また、委員の方と「目的」等についての話し合いは委員会の第 1 回～

第 3 回あたりで行いましたが、先送りの状態です。（事務局 樋口） 

  → 「村をよりよくする」活動でいいのでは。（房国） 

 （６）今回の視察の案件はどんな理由ですか？（房国） 

  → 毎年行ってきたので、今年はどうするか？を事務局として皆さんに伺

いました。事務局から 3 つの案を出したのは、委員の方の意見を促す

ための呼び水的な意味合いです。委員のみなさんは、何を課題にし、何

を学びたいのか知りたいのです。「視察は不要」というのもひとつの意

見です。長久手市の協働の地域づくりでは、住民の方が分科会に分かれ

て、自分たちで課題・学びたい内容・視察先を調査し視察を行っていま

した。（事務局 樋口） 

 （７）先進地を知ることは大事だと思います。（和裕さん） 

 （８）視察に行っても、効果を出していない。活かしていない。（小林さん） 

 （９）今まで行った視察先の深堀視察はどうか。（房国さん） 

 （10）今まで行った視察先の方を、おもてなし予算を用意して、こちらに呼

ぶのはどうか。（小林さん） 

 （11）視察へは個人的な理由で、参加することはできない状況です。 

    ですが、視察自体はどれも行きたいです。（渡辺さん） 



 （12）泰阜村へ行きたい。グリーンウッドの取り組みは 10 年前から知ってい

ます。また、教育の観点から「親の視点・こどもへの眼差し」がどうな

っているか知りたいです。（小林さん） 

 ３ 今後について 

   次回の委員会で、今回の話し合いを踏まえて結論を出すこととなりまし

た。今回話し合いの要点は、以下の３点です。 

 （１）視察は不要という意見も OK。 

 （２）分科会等のグループに分かれて、それぞれの目的にあった視察先を決め 

ていく案。事務局もサポートする。 

 （３）2 度目の深堀視察 

 

第２ 分科会の近況報告 

委員会は、分科会方式を採用しています。 

   「上校舎」「関係人口」「上映会」３つの分科会があります。 

 １ 関係人口 

   活動なし・意見なし 

 ２ 上映会 

   第３回上映会の報告が行われました。 

【作品】「蘇れ生命（いのち）の力～小児科医 真弓定夫～」 

【日時】8 月 8 日（木）  

【場所】五加センター 

【上映時間と参加者】①１３時～１５時 ２５人 

②１９時～２１時 ２５人 計 50 名の参加者 

【参加者の内訳】  村内 7 割、村外３割 

 （１）収支報告書は後日提出します。 

 （２）次回の開催は未定です。みなさんの見たい！知りたい！を募集していま 

す。（上映作品） 

 （３）参加者の目標 50 名に対して結果は 50 名となりました。 



    現状よりも多様な方々に見てもらいたいです。 

 （４）若い世代・子育て世代に見て欲しい！この願いが達成できなかった。ど

うすればよいのか…。 

  → 教育委員会や既存の行事とタイアップすると良いのでは。（房国さん） 

３ 上校舎 

 （１）そろそろ活動始めます。 

  ア 10 月 13 日（日）8 時～10 時に「おそうじプロジェクト（仮）」を開

催予定とします。役場総務課企画係と協働イベント。 

  イ 上記プロジェクトは「交流」を目的としています。 

    上校舎分科会の仲間づくり。 

  ウ 第 1 回は、「古いもの一般開放イベント」に向けての会場整備となりま

す。 

  エ ゴミの分別の方法と費用が課題です。役場と協議します。 

  

第 3 雑談ワークショップ「私の近況報告」 

   ※「私の近況報告」は毎回行っています。 

 １ 渡辺さん 

 （１）上映会、バイト、占いなどの活動で忙しかったです。 

 （２）今後もイベントを多く控えています。 

 ２ 小林さん 

 （１）村の小学 2 年生 2 名に英会話教室を行っています。 

    教え始めて 1 年が経つのですが、子供たちのモチベーションを維持す

るのに困っています。 

  → 「教える」のは難しいことです。大人より子供に教える方が「楽しく」

学ぶ可能性は高いです。（アレシュさん） 

  → アレシュもお手伝いしてみたら、子供も喜ぶと思う。（房国さん） 

  → OK！（アレシュさん） 

 ３ 笹俣さん 



 （１）頚椎損傷の怪我を負いました。現在、回復に向かっています。 

    日常生活は送れます。来月末には草刈りができるようになりたいです。 

今はアレシュに手伝ってもらっています。 

 ４ GALLAS ALES
_

（ガラス アレシュ）さん 

（１）8 月に東白川村に移住しました。以前は豊田市に住んでいました。村の

製材会社の山共で働いています。お茶の仕事も行っています。 

（２）東白川村は大変美しい！！！ 

 （３）ずっと住みたい！骨をうずめたい！ 

（４）東白川村の未来を考えています。特に、森とお茶を守りたい！ 

（５）仕事が落ち着いたら、家族を作りたい。子供は 2 人ほしい。 

 そうすれば、村の人口が増える。 

 ５ 吉田さん 

 （１）笹俣さんの怪我の介護をしています。退院当初は入浴は全介助の状況で

した。老老介護というのは、とても大変だろうなと心をよぎりました。 

 ６ 野村さん 

 （１）CATV での夏の取材は暑さで大変でした。 

 （２）東海テレビと NHK に研修に行きました。 

 （３）畑にイノシシがきて、荒らされてショックです。 

 ９ 房国さん 

 （１）コダマプロジェクトをはじめ、村外の関わる方から、東白川村を応援し

たい！という声が多いです。こういう人達をしっかり受け止めたいで

す。例えば、上校舎プロジェクトに声かけし、関係を築きたい！ 

 （２）モアツリーズ関連で、北海道美幌町へ行政の方と出張しました。 

    その際、この地域でも地域づくりが行われていて、どの地域も地域づく

りに取り組んでいることを知りました。 

 （３）林業系の会議に出席することが多いのですが、行政は「生産量を増やし

ましょう。価格を上げましょう。」と、うたってばかりです。いったい、



その先にゴールはあるのでしょうか。名古屋大学大学院 ORT で山共の取

材に来たとき、高野先生が「東白川村（山共も）はどれだけの木材を出す

のが適正なのかを研究します。」と言ってくれました。 

   持続可能性の観点から「適正」が、とても重要だと思います。そして「適

正」とは、あらゆる視点で存在するものだと思います。 

 10 和裕さん 

 （１）10/26・27 に「農泊」イベントを、こもれびの館を宿泊先として開催 

します。東白川村の農家「土の子農園」とタイアップして開催し、補助 

金も適用されました。募集人数は 8 組です。内容は、イラストの野菜 

を実際の畑から収穫、手づくりピザや星空観察を行う予定です。 

 

第４ 東白川村がんばる地域づくり補助金採択事業の実績報告 

   「第３回 ヒガシシラカワズカップ」 

 １ 報告 

   報告者・・・村雲和裕さん 

   開催日・・・令和元年 8 月 11 日（日）6 時受付スタート 

         （2 時間の競技時間） 

   会 場・・・中川原水辺公園 

   参加者・・・目標 100 名 

         実績【申込み】93 名 

           【出場者】85 名 

           【内 訳】村外 74 名、女性 2 名、子供 2 名 他村内 

 

 １ 意見 

 （１）次回から自力開催となるため、今回は補助金の使用を極力抑えました。

（和裕さん） 

 （２）優勝者が毎年同じなので、「殿堂入り」扱いなど対策を打ったほうが良

いのでは。（房国さん） 



 

第５ 次回について 

 １ 委員会 9 月 26 日（木）19 時～ 

  （会場）ふれあいサロン  

（内容）私の近況報告、分科会報告、視察について 

 

 

以下、写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  



  



 


